










































ポルトガル船によって磁器が へ輸出された。一六～一七世紀の西洋では、磁器が「白い金」とも呼ばれ宝石のように高い値段で取引される。や て、 「
curiosité
珍品」と呼ばれ
た異国の品々とともに陳列され、鑑賞されるようになる。珍品を披露するための陳列室は、驚異の部屋を意味する「ヴンダーカンマー」 、や「キャビネ・ド・キュリオシテ」 、 「クストカンマー」などと呼ばれた。一七世紀後半からは、これに日本からの伊万里焼も加わること なる。伊万里焼の収集は、こうした陳列室の伝統を継承するものであった。
そのため磁器は、最初はクンスト・カンマーの珍品の一部









































 オラニエンブルク城（ベルリン近郊） ： 「古い磁器の小部屋」 （一六六三年完成・ブランデ ブルク選帝侯妃ルイーゼ・ヘンリエッテ・ファン・オラニエ＝ナッサウ）
・





 モンビジュー城（ベ リン中心部） ： 「磁器の城」 （一八世紀中頃完成・プロイセン王妃ゾフィー ド テア・フォン・ハノーファー）
・
 アルテンブルク城： 「鏡の間」 （一七三五年完成 ザクセ
ン＝ゴータ＝アルテンブルク公爵妃マグダレーナ・アウグステ・フォン・ ンハルト＝ツェルプスト）まとめ
西洋における絶対王政下の美術政策のなかで、伊万里焼
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